
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育委員会の情報では、最近、北九州市内で、小学生の交通事故が多発しているそう

です。来週の保護者懇談会期間中では、お子様が早めに下校します。また、冬季休業日

前の気が緩みやすい時期でもあります。ついては、下記の内容について、学校でも指導

いたしますので、ご家庭でも注意を呼びかけるようお願いします。また、冬休み期間中

重大な事故やケガが発生した場合は、学校まで連絡をお願いします。 

◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇ 

１ 放課後の遊び方・遊び場所について 

① 空き家、空き地、駐車場を含む私有地等、危険な場所に、勝手に入らないこと。 

② 柵やフェンス、ガードレール等を乗り越えたり、寄り掛かったりして遊ばないこ 

と。 

③ 公園にあるトイレなど、建物の屋根の上にあがって遊ばないこと。 

④ 池や水路の周辺で遊ばないこと。投石などの危険な行為はしないこと。 

⑤ ボール遊びや鬼ごっこ等の遊びをする場合は、公園等のきまりを守り、周囲の状 

況を確認すること（ボール遊びが禁止されている公園があります）。 

２ 交通安全について 

①  信号を守る、横断歩道を正しくわたる等、交通ルールを順守すること。 

② 自転車の正しい乗り方をすること。また、バスなど車の前後の横断に十分気をつ 

けること。 

以上よろしくお願いします。 

 

 

 

 

最近は１学期にくらべて「あいさつ」の声が大きくなってきました。朝、登校指導

をしていると、元気に「おはようございます」という声が聞こえると、先生も一日

幸せな気持ちになります。ただ・・・・残念ながら「おはよう」と呼びかけても、目

線も合わせずに、通り過ぎてしまう人がまだいるのはとても悲しい気持ちになりま

す。送迎していただいた保護者の方も、みなさん、車の中から会釈をしてください

ます。あいさつをしても勉強ができるようになるわけではないし、運動ができるよ

うになるわけでもありません。ではどうして、あいさつが大切なのでしょうか。 

「あいさつ」って何だろう？と考えたときに、「おはようございます」「こんにち

は」「ありがとう」、そのちょっとしたひとことの中に感謝の気持ち、尊敬する気持

ち、やさしさ、心配りなどが含まれて相手に伝わります。それはそっくり自分に返

ってくると思います。「あいさつ」には不思議な力があると思うのです。 

あいさつされて気分を害する人はいません。あいさつ抜きで人間関係が始まるこ

とはありえません。「こころ」と「こころ」のかけ橋をつくる入り口があいさつだと

思います。あいさつとは自分の心を開いて相手に近づく第一歩です。人間関係の全

てはあいさつから始まります。あいさつはコミュニケーションの潤滑油のようなも

のです。あいさつには人の「こころ」があらわれます。一言ながら、あいさつに含ま

れる意味は大きいのではないでしょうか。 

 

 

 

１２月４日から一週間は人権週間でした。 

「人権」というとむずかしい言葉のようですが、「お互いを大切にすること」「自 

分を大切にすること」です。給食時間に、「明日への伝言板」や「たんぽぽ学級の担 

任の先生のお話」などを聞きました。このような機会に少しでも「友達や自分を大 

切にすること」について考えることができていたらいいですね。 
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冬休みを前に～安全に関
かん

すること～ 

人権週間 （１２月４日～１２月１０日） 
～一人一人の人権について考えてみよう～ 

「こころ」の潤滑油
じ ゅ ん か つ ゆ

～「あいさつ」のこと

～ 


